
「黒太郎と桃カジキ2」10円

黒太郎は、砂浜に立っていた。
「この前は、桃カジキにしてやられたな。名前の改名どころか、何も話が進んでいない」
黒太郎は島を睨みつけた。
「早いとこ、あの島に連れて行ってもらおう」
黒太郎は島に渡りたい。
「時間がもったいねえ、馬鹿ジキでてこいや」
黒太郎は大きな石を、海へと投げた。
「うっしゃー、決まったぜ」
プカー、大きなコブをつくって桃カジキが浮いてきた。
「…」
「ちょ、大丈夫だろうか」
「…」
気絶しているようだった。
「なんてこった」
「…」
「ええい、馬鹿ジキ死ぬなよ」
海の中から、黒カジキが姿を現した。
「桃カジキをいじめたやつは誰だ？　」
「え、俺じゃないよ」
「いや、お前しかおらんじゃ」
「あ」
黒カジキは尾っぽで、黒太郎のおしりをたたく。
十回ほど続いた。
「して、なぜ桃カジキを呼んだんで」
「尻がいてえ。…あの島に渡りたいのです」
「ほう、あの島に」
桃カジキは水の中に沈んだ。
「あ、沈んだ」
「てえへんだ」
黒カジキは、桃カジキの後を追う。
黒太郎は、島を眺めていた。
潮は満潮を迎え、夕日が欠け始める。
空は真っ暗になり、星が見え始めた。
黒太郎はお腹が空いてくる。
「何故、俺はここにいる」
黒太郎は、家に帰った。
「ばあさん、きび団子くれい」
「黒太郎おかえり、きび団子かい」
「久しぶりに食べたい」
きびと餅米を蒸し上げ、高速で握る。
ばあさんは、あっという間にきび団子を作り上げた。
「たーんと召し上がれ」
ばあさんは、黒太郎をお供にした。
「明日の川への洗濯よろしく」
完
